
令和６年度 １年 音楽科 年間指導計画・評価計画 

１．目指す生徒像 

 

２．評価方法 

観点 
①知識・技能 ②思考・判断・表現 

③主体的に学習に取り組む

態度 

主な評価方法 ・授業観察 
・授業プリント 
・演奏 
・授業観察 

・定期考査 

・授業観察 
・授業プリント 
・実技テスト 

・定期考査 

・授業観察 

・授業プリント 

 

３．年間指導計画・評価規準 

月 単元 時数 学習活動 ① ② ③ 評価規準（おおむね満足できる Ｂ） 

４ 

５ 

６ 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思いを込めて合

唱しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲の構成を感じ

取って演奏しよ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲想と音楽の特

徴との関わりを

感じ取って鑑賞

しよう。 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

校歌・合唱曲を教材とし、

旋律の動きや強弱を参考に

しながら、音楽の盛り上が

りなどの表現の工夫をして

歌唱する。 

 

 

 

 

 

 

 

二部形式を理解し、まとま

りを感じ取って表現の工夫

をして歌唱する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詩の内容に沿って音楽的要

素が変化していくことを知

り、曲想と音楽の構造との

関わりを理解して鑑賞す

る。 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについ

て理解している。 

・創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声、

言葉の発音、身体の使い方などの技能を身に付け、

歌唱で表している。 

・旋律、強弱を知覚し、それらの働きが生み出す特

質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受

したこととの関わりについて考え、どのように歌

うかについて思いや意図をもっている。 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容と関わりに関心を

もち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に

歌唱の学習活動に取り組もうとしている。 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについ

て理解している。 

・創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声、

言葉の発音、身体の使い方などの技能を身に付け、

歌唱で表現している。 

・旋律、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働き

が生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚し

たことと感受したこととの関わりについて考え、

どのように歌うかについて思いや意図をもってい

る。 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりに関心

をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的

に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。 

・音色、旋律、テクスチュア、強弱を知覚し、それ

らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが

ら、知覚したことと感受したこととの関わりにつ

いて考えるとともに、音楽のよさや美しさを味わ

って聴いている。 

・旋律の雰囲気や歌い方の違いに関心をもち、音楽

学年末の到達目標「表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中

の音や音楽、音楽文化と豊かに関わる資質・能力を育成する」 

『知識・技能』…曲想と音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生

かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作の技術を身に付ける。 

『思考・判断・表現』…音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりに評価しながらよさや美しさを味

わって聴くことができるようにする。 

『主体的に学習に取り組む態度』…主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを

体験することを通して、音楽文化に親しむとともに、音楽によって生活を明るく豊かなものにしていく態度

を養う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

10 

11 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲想を感じ取っ

て、表情豊かに演

奏しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージと音楽

との関わりを感

じ取ろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の伝統音楽

の特徴を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲の構成や曲想

の変化を生かし

て合唱しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽の特徴に注

目しながら、情景

を思い浮かべて

聴こう。 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽曲の曲想と音楽の構造と

の関わりについて理解し、

器楽表現を創意工夫して行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

映画音楽を鑑賞するととも

に、表したいイメージを反

復、対照などの構成や音の

重なり方を工夫して表した

いイメージの音楽を創作す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の伝統的な楽器の演奏

方法を知り、和楽器特有の

音色を味わう。また、実際

に演奏することで日本の伝

統音楽の特徴やよさについ

て考える。 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒がそれまでに身に付

けた知識や技能を総合的

に生かしながら合唱す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各部分の曲想とソネットと

の対応について知り、曲想

と音楽の行動との関わりに

ついて考えながら鑑賞す

る。 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の授業

に取り組もうとしている。 

・曲想と音楽の構造との関わりについて理解してい

る。 

・創意工夫を生かした表現で楽曲を演奏するために

必要な奏法、身体の使い方などの技能を身に付け、

器楽で表している。 

・旋律、テクスチュアを知覚し、それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受し、どのように演奏す

るかについて思いや意図をもっている。 

・曲想を感じ取って奏法を工夫することに関心をも

ち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に器

楽の学習活動に取り組もうとしている。 

・音素材の特徴や音の重なり方などの構成上の特徴

について、表したいイメージと関わらせて理解し

ている。 

・創意工夫を生かした表現で音楽をつくるために必

要な、課題や条件に沿った音の選択や組み合わせ

などの技能を身に付け、創作で表している。 

・音色、テクスチュア、強弱、構成を知覚し、それ

らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しなが

ら、どのように音楽をつくるかについて思いや意

図をもっている。 

・音素材の特徴を生かして構成を工夫することに関

心をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働

的に創作の学習活動に取り組もうとしている。 

 

 

・楽器の音色や響きと奏法との関わりについて理解

している。 

・創意工夫を生かした表現で演奏するために必要な

奏法、身体の使い方などの技能、創意工夫を生か

し、全体の響きや各声部の音などを聴きながら他

者と合わせて演奏する技能を身に付け、器楽で表

している。 

・音色、旋律を知覚し、それらの働きが生み出す特

質や雰囲気を感受しながら、どのように演奏する

かについて思いや意図をもっている。 

・楽器の特徴に関心をもち、音楽活動を楽しみなが

ら主体的・協働的に器楽の学習活動に取り組もう

としている。 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについ

て理解している。 

・創意工夫を生かし、全体の響きや各声部の声など

を聴きながら他者と合わせて歌う技能を身に付

け、歌唱で表している。 

・速度、旋律、テクスチュア、強弱、構成を知覚し、

それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しな

がら、知覚したことと感受したこととの関わりに

ついて考え、どのように歌うかについて思いや意

図をもっている。 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりに関心

をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的

に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。 

・曲想と音楽の構造との関わりについて理解してい

る。 

・音色、旋律、テクスチュア、強弱、形式を知覚し、

それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しな

がら、曲や演奏に対する評価とその根拠について

自分なりに考え、音楽のよさや美しさを味わって

聴いている。 

・曲想と音楽の構造と関わりに関心をもち、音楽活



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本に古くから

伝わる和楽器の

音楽に触れよう。 

 

 

 

 

 

情景を思い浮か

べながら、思いを

込めて歌おう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

人々の暮らしの

中から生まれた

日本の民謡につ

いて知ろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の伝統的な

音楽に触れよう。 

 

 

 

 

 

 

リズムアンサン

ブルを創作しよ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

曲想を感じ取っ

て、器楽表現を工

夫しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和楽器の基本的な奏法を理

解した上で、日本の伝統的

な音楽を聴き、楽曲のよさ

や美しさを味わって鑑賞す

る。 

 

 

 

歌唱共通教材の楽曲の歌詞

や旋律に着目し、情感を感

じ取りながら、表現を工夫

して歌唱する。 

 

 

 

 

 

 

 

民謡の分類やそれぞれの特

徴について知り、背景の違

いによる音楽の多様性を理

解し、ＩＣＴを活用して、

民謡についての調べ学習を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

雅楽に使われている楽器の

特徴について理解し、楽曲

の中でどのような役割を担

っているのか考えるととも

に、全体の響きを味わいな

がら鑑賞する。 

 

 

音のつながり方の特徴を生

かして、二声のリズムの創

作表現の工夫を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽曲の曲想と音楽の構造と

の関わりについて理解し、

器楽表現を創意工夫して行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動を楽しみながら、主体的・協働的に鑑賞の学習

活動に取り組もうとしている。 

・曲想と音楽の構造との関わりについて理解してい

る。 

・音色、速度、旋律、構成を知覚し、それらの働き

が生み出す特質や雰囲気を感受し、楽曲のよさや

美しさを味わって聴いている。 

・和楽器の奏法による音色の違いに関心をもち、音

楽活動を楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の学

習活動に取り組もうとしている。 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについ

て理解している。 

・創意工夫を生かした表現で歌うために必要な発声、

言葉の発音、身体の使い方などの技能を身に付け、

歌唱で表現している。 

・旋律、強弱を知覚し、それらの働きが生み出す特

質や雰囲気を感受しながらどのように歌うかにつ

いて思いや意図をもっている。 

・歌詞の内容や曲想に関心をもち、音楽活動を楽し

みながら主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り

組もうとしている。 

・音楽の特徴とその背景となる文化や歴史との関わ

りについて理解している。 

・音色、リズム、旋律、形式を知覚し、それらの働

きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚

したことと感受したこととの関わりについて考え

ている。 

・生活や社会における音楽の意味や役割について自

分なりに考え、音楽のよさや美しさを味わって聴

いている。 

・日本の民謡が生まれた背景や、歌い方の特徴など

に関心をもち、音楽活動に楽しみながら主体的に

鑑賞の学習活動に取り組み、情報をまとめようと

している。 

・我が国や郷土の伝統音楽の特徴を感じ取り、音楽

の多様性を理解して鑑賞している。 

・音楽を形作っている要素や構造と曲想との関わり

を理解して聞き、根拠をもって批評するなどして、

音楽のよさや美しさを味わって鑑賞する。 

・使用されている楽器の音色や全体の響きに着目し、

音楽活動に楽しみながら主体的・協働的に鑑賞の

学習活動に取り組もうとしている。 

・音のつながり方の特徴について、表したいイメー

ジと関わらせて理解している。 

・創意工夫を生かした表現で旋律や音楽をつくるた

めに必要な、課題や条件に沿った音の選択や組み

合わせの技能を身に付け、創作で表している。 

・リズムを知覚し、それらの働きが生み出す特質や

雰囲気を感受しながら、どのように音楽を作るか

について思いや意図をもっている。 

・リズムの重なり方に関心をもち、音楽活動を楽し

みながら主体的・協働的に創作の学習活動に取り

組もうとしている。 

・曲想と音楽の構造との関わりについて理解してい

る。 

・創意工夫を生かし、全体の響きや各声部の音など

を聴きながら他者と合わせて演奏する技能を身に

付け、器楽で表している。 

・音色、旋律、テクスチュアを知覚し、それらの働

きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら、どの

ように演奏するかについて思いや意図を持ってい

る。 



 

 

パートの役割を

感じ取って合唱

しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

曲想やパートの役割を感じ

取って、歌唱表現の工夫を

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについ

て理解している。 

・創意工夫を生かし、全体の響きや各声部の音など

を聴きながら、他者と合わせて演奏する技能を身

に付け、歌唱で表している。 

・音色、旋律、テクスチュア、強弱を知覚し、それ

らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら

どのように歌うかについて思いや意図をもってい

る。 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりに関心

をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的

に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。 

 


